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はしがき

コンクリート構造物は,その優れた耐久性と耐震性より,社会資本として信頼され,数多くの

建造物に採用されてきた｡しかし近年,骨材資源の枯渇に伴う海砂への依存および海洋環境への

コンクリート構造物の進出等により,鉄筋コンクリート構造物の塩害による劣化事例が社会的に

大きくクローズアップされ,その耐久性が再考されている｡

コンクリート中に塩化物イオンが侵入する経路は,海砂,練り混ぜ水およびその他の材料等に

伴って混入される場合(以後,内部塩化物と称す)と,コンクリート硬化後,海水のしぶきや海か

ら風により内陸部に運ばれてくる海塩粒子･海水滴が表面に付着し,浸透･拡散によってコンク

リート内に入ってくる場合(以後,外部塩化物と称す)が考えられる｡

特に,沖縄県のように,四方を海に囲まれ,飛来塩分がほぼ県全域にもたらされる環境下にあ

る鉄茄コンクリート構造物においては,建設時の塩分管理だけでは塩害を防(･解決にはならず,

外部塩化物による塩害で鉄茄コンクリート構造物の損傷が顕在化する可能性が考えられる｡

このように厳しい塩害環境下に建設された鉄鉱コンクリート構造物は,鉄筋腐食に起因する早

期劣化が大きな問題になってくる｡海岸付近で,飛来塩分量の多い塩害環境下におけるコンク

リートは,コンクリート中に塩化物イオンが浸透 ･蓄積し,鉄筋周辺で短期間に高濃度となり,

鉄筋の腐食を促進させる｡したがって,飛来塩分量とコンクリートに浸透する塩化物イオン量の

関係,コンクリート中での塩化物イオン量の分布状況を把握すること等は,鉄筋コンクリート構

造物の耐久診断および耐久設計において重要な問題である｡しかし,飛来塩分量とコンクリート

に浸透･蓄積する塩化物イオン量や,コンクリート中での塩化物イオン量分布についての資料は

少ないのが現状である｡また,実験的に様々な条件下で資料を構築するには長時間を要するため,

解析的にこれらの知見を得ることが望まれている｡

そこで,本研究では,飛来塩分解析の手法を示し,沖縄県宜野湾市伊佐地区を例に解析を行っ

た｡得られた解析結果は実測値と比較して,本解析手法の有用性を確認した｡また,建物周りの

風速場を解析的に再現し,建物のどの部分に飛来塩分の作用が大きいかを定性的に示し,実測値

との比較を行ったo続いて,データベース的能力に汎化能力を併せ持つシステムであるニューラ

ルネットワークを用いて,コンクリート表面を介して内部に浸透する塩化物イオンのフラックス

量を求める手法を示し,この境界条件 (塩化物イオンのフラックス量)を用いた塩化物イオン浸

透解析を有限要素法にて行う手法を示した｡

さらに本研究では,内陸部における飛来塩分量を解析的手法により予測し,その飛来塩分量を

条件に,ニューラルネットワークと有限要素法により,コンクリート中への塩化物イオン浸透量

を予測する手法を示した｡

本研究で開発された上記の手法は,塩害環境下における鉄筋コンクリート構造物の劣化予測に

役立つともの期待される｡
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